




経済研究所 / Institute of Developing











アジ研ワールド・トレンド No.251（2016. 9） 36
　
赤茶けた、乾いた大地が広がるそ
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典型的なモシ族の家。周囲に藁葺き屋根の家があり、真ん中に台所がある 村の王様の家の前。村人は、木の下の陰で集会をする
井戸の様子。子どもが水汲みをしているところ。1日 1回、必
ず水を汲む。笑顔の絶えない子どもたち37 アジ研ワールド・トレンド No.251（2016. 9）
●ブルキナファソという国　
人口約一七〇〇万人、国民の約六割がイスラ
ム教徒、その他 リスト教、土着の宗教などの信仰が根付く。国土は日本の七割程度、約六四の民族からなる多民族国家。とはいえ、その六割はモシ族であ 。各民族は、それぞれの言語を持っている。つまり、約六四言語が存在することになるため、ブルキナファソ人（以下、ブルキナべ）同士のコミュニケーションも 公用語であるフランス語で行われることも多い。●モシ族の村人たち　
国民の約八割が村で農業を営む村人である。
そのなかでも大部分を占めるのがモシ族だ モシ族の村社会 は、各村にナーバと呼ばれる王様を擁している。さらに、 は四～五個の地区に細分化され、地区ごとに地区長も存在する。王様は絶対的かつ権力と名声を得た存在であ村で何かするときには、事前に王様の許可を得る必要があり、また、初めて村を訪れた際に 、必ず挨拶をしなければならない。 つては、王様の言葉を伝える伝達者を介してしかコミュニケーションが取れなかったほど崇高な存在であったそうだ。モシ族社会が興った頃からずっと続いているこ 王位性は、国の政治的権力よりも、力を持つ存在として現存しているところが面白い。　
モシ族の人々は、藁葺き屋根の家に暮らして
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私を、まるで自分の家族のように受け入れてくれる。一緒に鍋を囲み、手を使ってごはんをほおばると、本当 うれしそうにしているのが印象的だ。お客様に対して振舞うことは、日本と似ている。残すことは失礼にあたらず、お客が食べきれないほど食事 提供することが、もなす側の礼儀だとさ ている。●主食はトーと呼ばれるもの　
彼らは、トウモロコシ、ヒエや粟を粉状にし




われるのは挨拶。日本人が想像する「 はようございます」という簡単なものではないので要注意だ。まず、 「おはようございます」ここまでは同じ が、挨拶しながら、握手をせねばならない。握手を省略 る 、村八分に遭うといっても過言ではないくらい、挨拶と握手はセッ
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点から子どもを敢えて多く持たない家庭もみられることが、日本社会とも共通することだと驚くこともあった。上流階級の人々で ら、自分の畑を持ち、雨期が来ると家族総出で農業にそしむ。収穫の時期の農作業の様子は圧巻である。●広く、大きなアフリカ　
こうして、今や第二の故郷となったブルキナ
ファソでの日々はあっという間に過ぎてしまい、帰国して感じること 、いかにアフリカが広く、豊かな場所であったか いうことである。隊員になる前に抱いていたアフリカに対する貧しい、未開の地といったマイナスのイメージは、この二年半で払拭され、私はす かりアフリカに魅了されてしまった。確かに貧しい側面もあるとも事実だ。 かし、そこで暮らす人々の笑顔は本当に心からの笑顔で 人々はと も幸せそうに暮らしている。そこで家族と同じように接してもらえ、来 く ありがとう 何度もわれたことが、忘れがたい思い出として、自分のなかに強く残っている。今度は私がブルキナべにお返しをする番。アフリカの人々の暮らしがさら よくなるよ 、また一人でも多く 人がブルキナファソのことを知り 興味を持 るよう、今後もア リカ支援に関わっていきと強く思う。
まつなが　ともこ
2013 年 7 月～ 2016 年 1 月まで、青年海外協力隊、
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